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1930年（昭和5年）
愛知県警が全国で初めて
パチンコ店の営業を許可
1950年（昭和25年）
パチンコの原点
「正村ゲージ」が完成
1954年（昭和29年）
連発式パチンコが禁止に

1960年（昭和35年）
日本遊技機工業協同組合
（現：日工組）が設立
1969年（昭和44年）
警察庁が遊技機に関わる
新要件を発表
1972年（昭和47年）
電動式ハンドルが認可

社
会
の
出
来
事

大正時代にヨーロッパか
らアメリカ経由で渡来。
後のパチンコ機の構造
に比較的近い。

1929年（昭和4年）
世界恐慌が始まる
1941年（昭和16年）
太平洋戦争が始まる
1945年（昭和20年）
8月に広島・長崎に原爆が投下される

1947年（昭和22年）
日本国憲法が施行される
1964年（昭和39年）
東京オリンピックが開催される
1973年（昭和48年）
第1次石油ショックがおきる

『マシン・ア・スー』
1910年（明治43年）

1932年（昭和7年）頃のパチンコ機
製作風景（山田清一氏提供）。

パチンコ店のマイクパ
フォーマンスも盛ん
に。写真は、女性店員
による店内放送イベン
トの様子。1976年（昭
和51年）頃

1994年（平成6年）7月には、埼玉県寄居
町で大量の使用済み遊技機が野積みさ
れていると社会問題化。同年11月から業
界4団体が費用を負担し撤去を開始し
たが、完全撤去には1年3ヵ月を要した。

1978年（昭和53年）
貸玉料金が
3円から4円へ改定
1980年（昭和55年）
日本電動式遊技機工業
協同組合が設立
1980年（昭和55年）
SANKYOから
『フィーバー』が登場

1980年（昭和55年）
尚球社から初の箱型パチスロ
『パチスロパルサー』が登場
1981年（昭和56年）
平和から羽根モノ
『ゼロタイガー』が登場
1982年（昭和57年）
保安電子通信技術協会
（現：保通協）が発足

1975年（昭和50年）
不況が深刻化、完全失業者約100万人超
1976年（昭和51年）
ロッキード事件で田中角栄総理が逮捕
1979年（昭和54年）
東京サミットが開催される

1981年（昭和56年）
ローマ法王が来日
1982年（昭和57年）
東北新幹線、上越新幹線が開通
1983年（昭和58年）
東京ディズニーランドが開園

1985年（昭和60年）
風適法が施行
1985年（昭和60年）
貸メダル料金が
全国一律で20円に統一
1988年（昭和63年）
平和が業界初の株式上場

1986年（昭和61年）
男女雇用均等法が施行
1986年（昭和61年）
国鉄分割・民営化が可決
1987年（昭和62年）
世界人口が50億人を突破

1989年（昭和64年・平成元年）
消費税（3％）が導入開始
1989年（昭和64年・平成元年）
昭和天皇が崩御、年号が平成に
1991年（平成3年）
バブル経済が崩壊

1994年（平成6年）
使用済み遊技機の野積みが
社会問題化
1996年（平成8年）
プリペイドカード変造事犯が
社会問題化
1996年（平成8年）
社会的不適合機として
約70万台が一斉撤去

1995年（平成7年）
阪神・淡路大震災が発生
1995年（平成7年）
オウム真理教による地下鉄サリン事件が発生
1997年（平成9年）
消費税が3％から5％へ引き上げ

2000年（平成12年）
沖縄サミット開催
2001年（平成13年）
小泉内閣が発足
2003年（平成15年）
感染症SARSが流行

2006年（平成18年）
東京都内で1円パチンコ導入、
低貸玉ブームに
2007年（平成19年）
パチスロ完全5号機時代
がスタート
2011年（平成23年）
警察庁がパチンコ店の
広告宣伝規制の見直しを通知

2004年（平成16年）
新潟県中越地震が発生
2005年（平成17年）
京都議定書が発行
2008年（平成20年）
洞爺湖サミット開催

2008年（平成20年）
リーマン・ブラザーズが経営破綻
2010年（平成22年）
たばこが一斉値上げ
2011年（平成23年）
東日本大震災が発生

2015年（平成27年）
遊技くぎ問題で回収対象機は
72万台超に
2018年（平成30年）
遊技機改正規則が施行
2019年（令和元年）
業界支援の尾立氏が
参院選で落選

2014年（平成26年）
消費税が5%から8%へ引き上げ
2016年（平成28年）
熊本地震が発生
2018年（平成30年）
北海道胆振東部地震が発生

2019年（平成31年・令和元年）
元号が令和に改元
2019年（平成31年・令和元年）
消費税8%から10%へ引き上げ
2020年（令和2年）
新型コロナウイルス感染拡大、緊急事態宣言発令

1990年（平成2年）
全国共通プリペイドカード
システムがスタート
1990年（平成2年）
賞品の最高限度額が
1万円に引き上げ
1992年（平成4年）
確率変動機能を搭載した
CR機が登場

1999年（平成11年）
パチンコの5回リミッター
が解除
2003年（平成15年）
パチスロ爆裂機3機種に
検定取消処分
2003年（平成15年）
『北斗の拳』『吉宗』など
大ヒット機が登場

2011年（平成23年）
東日本大震災でパチンコ店に
甚大な被害
2012年（平成24年）
ダイナムが香港市場に
ホール企業初の株式上場
2012年（平成24年）
京楽産業.の『CRぱちんこ
AKB48』が大ヒット

2020年（令和2年）
コロナ禍で全国98%超の
ホールが休業
2022年（令和4年）
経過措置期間満了に伴い
旧規則機を一斉撤去
2022年（令和4年）
スマートパチスロが登場

［ P a c h i n k o  i n d u s t r y  h i s t o r y ］

1954年（昭和29年）の連発式禁止後、パチン
コ店に設置できる営業機は「一式」「二式」
「三式」の3つに区分された。1958年（昭和33
年）頃

連発式禁止後は
「一式」「二式」「三式」へ

1975年（昭和50年）にパチンコ店舗数が1万
軒を突破。この頃から座り島が一般的に。

全国のパチンコ店が1万軒を突破

1959年（昭和34年）、水島年得氏（写真右端）
は全遊連の会長として組合組織の強化・団
結を目指して全国行脚した。

ホール全国組織の強化に尽力

警察庁がフィーバー機についての10カウント
規制を全国に通達。「1984年（昭和59年）4月
以降に設置する台については、全て10カウン
ト機にする」「既設の台は5月末日までにア
タッカーの開放時間を全て15秒に改造する」
というもの。

「10カウント規制」を通達

使用済み遊技機の野積みが
社会問題に

低迷するパチスロ5号機に光明

2006年（平成18年）6月、都内港区の
《ピーアーク三田店》が地下フロアで「1
円パチンコ」をスタートした。

2006年（平成18年）の6月、検定期間終了後に、認定
を受けていない遊技機（みなし機）を完全撤去。多く
の長寿命機が姿を消した。

2009年（平成21年）の秋に登場したサミーの『パチ
スロ交響詩篇エウレカセブン』のヒットにより、低迷
が続いていた5号機市場に光明が差し始めた。

ダイナムが香港市場に
ホール企業初の株式上場
2012年（平成24年）8月、ダイナムジャ
パンホールディングスが香港証券取引
所にホール企業初の株式上場を果た
した。

東日本大震災で
甚大な被害
2011年（平成23年）3月
11日、東日本大震災が
発生。業界企業も甚大
な被害を受けた（写真
は岩手県石巻市の
ホール）。

パチンコの低貸し営業が拡大

2015年（平成27年）12月25日、検定機と
性能が異なる可能性のあるパチンコ機
について、日工組とホール団体が会見を
開いた。回収対象機は72万台超にの
ぼった。

遊技くぎ問題で回収対象機は
72万台超に

2017年（平成29年）9月、新たな
施行規則が公布された。依存対
策を目的に出玉性能が大幅に
抑制され、特にパチスロ機に暗
雲が漂うこととなった。

2018年（平成30年）2月の
規則改正の施行を前に、い
わゆる「前倒し認定」がピー
クに。2017年（平成29年）12
月初旬、東遊商では24時間
体制で対応にあたった。

新たな施行規則が公布

2019年（令和元年）7月21日に投
開票された第25回参議院選挙
で、業界が支援した尾立源幸氏
（右）が落選。業界票は国政に届
かなかった。

業界支援の尾立氏が
参院選で落選

2020年（令和2年）4月、政府が発令
した緊急事態宣言によって、全国の
98％超のホールが長期休業を余儀
なくされた。

コロナ禍で全国98％超の
ホールが休業

スマートパチスロが
市場デビュー

日工組の内規変更により、パチンコの5
回リミッターが解除され、実質連チャン
数に制限のない「ノンリミッター機」が市
場投入された。1999年（平成11年）頃

5回リミッターが解除

それまで単調だった釘配列を、釘の本数を減
らすことで落下スピードを早め、釘を逆八の
字に配置した独創的な「正村ゲージ」。また、4
本の天釘に対しどのように玉を弾くかで入賞
率が上がるかなど、パチンコ機に技術介入性
を盛り込んだ点も特筆される。

「正村ゲージ」の登場

『正村ゲージオール15』
1950年（昭和25年）

パチンコの父・
正村竹一氏（正
村竹一資料室
所蔵）。

新要件によって「連発式」が
15年ぶりに復活
1969年（昭和44年）、「連発式」の復活に伴
い、上皿を変える必要性が生じ、「100発
皿」改造部品の供給がスタートした。

大ヒット機種
『フィーバー』が登場
新潟県長岡市の《白鳥》が約120
台という大量導入を果たす。その
規模に加え、瞬く間に打ち止めと
なることが話題を呼び、店内は連
日満席。通路は立見客で溢れか
えった。1980年（昭和55年）

1978年（昭和53
年）には、6年ぶり
に貸玉料金の上限
が1玉4円に改定さ
れた。これ以降、45
年以上にわたって
この貸玉料金が続
いている。

貸玉料金が
３円→４円に

『フィーバー』の大
量出玉に対応する
ため、バケツを用
いるホールも相次
いだ。1981年（昭
和56年）には全遊
協が「バケツを使
用しない」ことを
自主規制に盛り込
んだ。

発売当初はあまり振
るわなかったが、導入
店のお祭り模様が伝
わるに従い、瞬く間に
大ヒット。

超特電機としての扱
いで開発されたが、
その遊技性は大きく
異なり、後の羽根モ
ノの礎となった。

『フィーバー』
SANKYO（1980年）

2004年（平成16年）10
月に発売された新要件
機第1弾。大当たり確
率1/496.5、確変継続
率68%、出玉約1,890個
と、「MAXタイプ」として
高い人気を誇った。

『CRF大ヤマト2』
SANKYO（2004年）
©2002松本零士 ユウガ
〈「大銀河シリーズ」より〉

ニューギンを代表する
タイトルとなった『CR
花の慶次』シリーズ。
徐々にプレイヤーの支
持が高まり、設置台数
を大幅に伸ばす大
ヒット機種に。

『CR花の慶次
～雲のかなたに～』
ニューギン（2007年）

©隆慶一郎・原哲夫・麻生未央/NSP 1990，
版権許諾証GC-307

1990年（平成2年）
の規則改正後に登
場した羽根モノの代
表的機種。多くの
ファンに支持され、
ほとんどのホールに
設置された。

『たぬ吉くん2』
京楽産業.（1993年）

『ゼロタイガー』
平和（1981年）

パチンコ島に設置可
能な箱型スロットマ
シン＝パチスロ第1
弾。同機登場以降パ
チスロへのシフトが
進んだ。

『パチスロパルサー』
尚球社（1980年）

業界初となるシャッ
ター付き液晶ユニッ
トを搭載し、大量獲得
＋ST機というスペッ
クで人気を博した
ヒットタイトル。約26
万台を販売した。

『吉宗』
大都技研（2003年）
©DAITO GIKEN, INC.

約60万台を販売し
たパチスロ史上最
大のヒット機種。バト
ルボーナスの連チャ
ン性が受け、隆盛を
極めた4号機市場を
象徴するタイトルの
一つ。

『北斗の拳』
サミー（2003年）

©武論尊・原哲夫/NSP 1983 ©Sammy

筐体下部の中央に新機
構「スマートハンドル」を
搭載。その操作性や人気
タイトル最新作というこ
ともあり大ヒットした。

『新世紀エヴァンゲリオン
～未来への咆哮～』
ビスティ（2021年）

6号機初となるジャグ
ラーシリーズ。ボーナス
獲得枚数は5号機より低
下したが、多くのファン
に支持され、6号機黎明
期の市場を支えた。

『アイムジャグラーEX』
北電子（2020年）

ⒸKITA DENSHI

確変2回ループが可
能となったCR機の
黎明期を支えた名
機。確変の継続性の
高さや、桜の花びら
演出などで人気を集
めた。

『CR花満開』
西陣（1993年）

『海物語』の礎を築
いたタイトル。潜水
艦の窓に見立てた液
晶と、魚たちが横ス
クロールで動き回る
様が好評を博した。

『ギンギラパラダイス』
三洋物産（1995年）

©SANYO

ノンリミッターの
『CR海物語3R』は
全国で人気が拡大。
フロアすべてが同
機という店舗も出現
した。

『CR海物語3R』
三洋物産（1999年）

©SANYO

1988年（昭和63年）平和が業界初となる株式
公開を達成。パチンコ産業の社会的認知を
広める第一歩となった。

1995年（平成7年）1月17日に阪神淡路大震
災が発生。25軒のホールが全焼・全壊し、
メーカーや販売商社にも大きな被害が出た。

2003年（平成15
年）、いわゆる爆裂
3機種に検定取り消
し処分が下され、日
電協は対応に苦慮
した。

2011年（平成23年）6月には、警察庁が
パチンコ店が行う広告宣伝に対し、規
制運用方針の見直しを通知した。

電力不足を受け、東電管内のホールは
2011年（平成23年）7月から3ヵ月間に
わたる輪番休業を実施。

7が並んだ1995年（平
成7年）7月7日、渋谷
に《マルハンパチンコ
タワー渋谷》がオープ
ン。5フロアで1,090台
を擁した同店は、これ
までの業界イメージ
を一新するハイセン
スな店作りが話題と
なった。

2022年（令和4年）1月末日
をもって4年間にわたる経
過措置期間が満了。旧規
則機が一斉に撤去された。

2022年（令和4年）11月、ス
マートパチスロが市場デ
ビュー。翌年4月には『スマス
ロ北斗』が市場導入され、ス
マスロ普及に弾みがついた。

2023年（令和5年）3
月、業界老舗企業
の西陣が廃業を発
表。70年余りの歴
史に幕をおろした。

2023年（令和5年）
10月、大手チェーン
のガイアが民事再
生法を申請。巨額
負債額に衝撃が
走った。

1989年（昭和64年・平成元年）、週刊文春の
「パチンコ業界から社会党に多額の政治献
金が渡っている」という報道をきっかけに
「パチンコ疑惑」問題が浮上。新聞各紙でも
連日大きく取り上げられ、国会の場で審議さ
れるまで発展するなど、業界イメージが毀損
した。

1990年（平成2年）にエース電研が発表した
完全島内循環方式を採用した『タカラ島シス
テム』。他の島からの玉補給が不要となり、省
力化を推進した。

全国共通プリペイドカード
システムの導入がスタート
全国共通プリペイドカードシステムが1990年
（平成２年）４月にスタート。当初は、その前年に
設立された日遊協加盟企業による９店舗のみ
の導入だった。

平和からパチンコ機の
「着脱分離式」が登場
1970年（昭和45年）には、平和が盤面と台枠
を別構造にした「着脱分離式」を発表。
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https://www.goluck.co.jp/

ともに活きる

埼玉県さいたま市桜区西堀8-14-23
TEL：048-826-6591

https://artlife.bz/
service/environment/

有限会社アートライフ

環境事業部

EV充電器施工販売　 全国対応
補助金対応モデル

国内正規代理店

https://pachipicks.com/app/index.html
https://www.infomart.co.jp/seikyu/
https://www.ookikenchiku.co.jp/
https://wateronecardesign.com/
https://www.yataigekijo.com/
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https://cfy.jp/
https://www.p2103.com/about.html
https://www.pachinko-employment.jp/
https://www.g-e.jp/
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https://towashoji-group.co.jp/
https://www.es4-system.com/
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http://a-te-ru.jp/
http://p-motivation.jp/
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